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「 た だ いま 」 が 吉 い た く て 


芳 流 (kaoru ) 

https://wwwr.pDixiV.ne び novel/show.php?id=19864622 

ダイ の 大 冒険 ヒュ ンマ , ヒュ ン ケ ル , マ ァ ム , 原作 終了 後 

相変わらず の 結婚 後 の ヒ ュ ン マ 。 ネイ ル 村 で す 。 

カ ヅ キ さ ん user/1688436 と お 話し て て 、 ア イデ ア を いた だ き 、 急 に 思 
い 立 っ て 即興 で 書い て みた の で す が ( ワ ンド ロ ど ころ か た ぶん 30 分 
くら しい).…) 、 あ り が た いこ と に 、 半 日 後に は 、 カ ヅ キ さん か ら イ 


メー ジイ ラス ト を 頂 ! て し まい まし た ~-w\\ お 仕事 早 っ !! 
併せ て 掲載 させ て 頂い て お り ま す 。 あ り が と う ご ざ いま し た ~w 


全く 警戒 心 の な い ヒ ュ ン ケル は 、 つ ち で は 珍し いか な あと 思い ま 
す 。 
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「 た だ いま 」 が 吉 い た く て 


自宅 に 戻っ た マ ア ァ アム は 、 そ っ と 寝室 の ドア を 開け た 。 

時 刻 は すでに 日 付 が 変わ ろう と する 頃 に な っ て いた 。 

この 日 、 マ アム は 、 レ イラ と と も に 、 夕 方 に 産 気 づい た 妊婦 の 元 
を 訪れ て いた 。 だ が 、 初 産 だ っ た 若い 妊婦 の 出産 は 、 思 っ た より も 
時 間 が か か っ た 。 す べ て が 終わ っ て マ ァ ム が 自宅 に 戻っ た 頃 に は 、 
こん な 時 刻 に な っ て いた 。 

一 寝 ち ゃ っ て る わ よ ね ・・・。 

マ ア ァ アム は 、 音 を 立て な いよ うに 、 そ っ と 和 有 寝室 に 滑り 込ん だ 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 マ ァ ム の 帰り が 遅い と き に は 、 起 き て 待っ て いる 
こと が 多かっ た 。 

だ が 、 彼 に も 自分 の 仕事 が ある 。 

マ ア ァ ム の 帰宅 が 、 翌 日 の 仕事 に 支障 が 出 そ う な 時 刻 に な る と き に 
は 、 ヒュ ン ケ ル が 先 に 寝 て いる こと も 珍し く は な か っ た 。 

楽 の 定 、 こ の 日 、 寝 室 の 灯り は 落と され て お り 、 ベ ッ ド を 見 る 
と 、 ヒ ュ ン ケル が 上 學 に 眠り に 落ち て いた 。 

マ ァ ム は 、 ベ ッ ド の 脇 に 膝 を つく と 、 眠 っ て いる ヒュ ン ケ ル を 眺 
め た 。 彼 は 、 わ ず か に 顔 を 模 に 向け 、 マ ァ ム の 方 を 向い た 格好 で 、 
眠っ て いた 。 

一 綺麗 だ な ・・・。 

マ ア ァ アム は 、 ヒ ュ ン ケル の 寝顔 を 見 つめ て いる うち に 、 い つの 間 に 
か 見 惚れ て いた 。 

そし て 、 彼 女 は 、 そ っ と 手 を 伸ばす と 、 ヒ ュ ン ケル の 髪 を 撫で 
た 。 思 っ た より も 柔らか い 感 触 が 手 に 伝わる 。 

マ ア ァ アム は 、 愛 お し さ に た ま ら な く な り 、 そ っ と 、 彼 の 額 に 大 を 寄 


せ た 。 
で の と ざき だ っ た 。 
「 マ アム ・・・?2」 


小さ く 彼 女 を 呼ぶ 声 が あっ た 。 
マ ァ アム は 、 慌 て て ヒュ ン ケ ル に 説 び た 。 
「 ご めん な さい 、 起 こし ちゃ っ た ? 」 


ae 2 9 いや ・ so 

意味 の ある の か な い の か が か わからない) 吉 葉 を ヒュ ン ケ ル が つぶ や 
Ss 

そし て 、 彼 は 、 寝 起き と は 思え な い 強 い 力 で 、 彼 女 の 腕 を つか お 
eS 一 気 に 引 き 寄 せ た 。 

「 寺 や あつ っ! 」 

バラ ンス を 崩し た マ ァ ム は 、 小 さく 慈 鳴 を 上 げた 。 

ヒュ ン ケ ル の 上 に 倒れ こむ 。 

気が付く と 、 マ アム は 、 ヒ ュ ン ケル の 上 に 倒れ 伏し て いた 。 彼女 
の 診 に 、 ヒ ュ ン ケル の 腕 が 回 され 、 強 く 抱 き し め ら れ て いた 。 
耳元 に 、 ヒ ュ ン ケル の 声 が 響く 。 

Sd が か 売り ャ テッ 。。 

oon ビラ シン ケ ルフ 」 

だ が 、 マ アァ ム が 彼 の 名 を 呼ぶ と 、 返 っ て きた の は 、 規 則 正 し い 寝 
息 だ っ た 。 

マ ァ アム は 、 咳 く よ う に 尋ね た 。 

「 ね ぼけ て る の ・・・?」 

ヒュ ン ケ ル の 腕 は 、 マ ァ ム の 診 に 回 され た まま に な っ て お り 、 強 
く 引 き 寄 せら れ て いた も の の 、 耳 に 届く の は 寝息 ば か り だ っ た 。 

マ ア ァ ム は 苦笑 し た 。 

そし て 、 彼 女 の 方 か ら も 、 彼 の 育 に 腕 を 回 し た 。 温 か い 感 触 が 伝 
わっ て くる 。 

「 半 馴 いま 、 ビョン ケル 、 

そう 嘱 く と 、 マ ァ ム は 、 着 替え る こと も せ ず 、 そ の まま 、 有 眠り の 
中 へ と 沙 ち て いっ た 。 


@ Lac て - 
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